　動物科学特論I
第342回Zoological Conference

日時：　7月7日（水）16:00-17:00　

演者：　亀井　保博　博士
基礎生物学研究所生物機能解析センター光学解析室
演題：
生体内遺伝子機能解析と疾患モデルの方向性

－IR-LEGOとTILLINGをメダカに応用して何ができるのか－
生物は「いつ」「どこ」で遺伝子をON（/OFF）にするかにより形態形成や生理を制御し、個体を維持している。調べたい遺伝子を自由にON/OFFできれば機能解析の強力なツールとなる。IR-LEGO(Infrared laser-evoked gene operator)法は、レーザーで局所加熱を行い、熱ショック応答により任意のタイミングと場所で遺伝子発現誘導を可能にする。この手法は様々な生物に応用可能である。一方、ノックアウト（KO）法は、遺伝子欠損による影響が表現型に出るので疾患モデルとなり、遺伝子機能解析に有効な手法である。胚性幹細胞のない生物種でも、人為的に突然変異を導入したライブラリーからPCRベースで標的遺伝子に変異が導入された個体を同定することでKO変異体を得ることのできる逆遺伝学的手法（Targeting Induced Local Lesions IN Genome; TILLING法）をメダカに応用し、メダカにおけるKO法を確立した。TILLINGとIR-LEGOの2つの技術を融合してこれから何ができるのかを紹介する。
場所：理学部２号館 第1講義室（201号室）
担当：　東京大学大学院理学系研究科・生物科学専攻・動物科学大講座 
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